
【構想の概要】

「リスク」「葛藤と軋轢」「教育」を大テーマとした課題研究を通して、複雑化する現代社会および未来につな
がる課題解決に主体的に取り組むために必要なコンピテンシー特に「組織力」「対話力」「実行力」を養い、それ
を活かしたアクションを起こせる生徒を育成する。①後期課程の課題研究の体系を整備し実践する。学習領域

「国際教養」において、生徒の課題研究をより継続的・段階的に発展させるためのカリキュラムを構造的に整え
る。②課題研究についての専門的な質の向上と「ポストアクティブラーニング：教室の外に展開する学び」をね
らいとした外部連携を強化し、生徒の課題研究を中核として、それを深化させるために、学校と外部組織とが相
互に関わりあう機会を設けネットワーク化する。③生徒の資質・能力を育成し、適切に評価するための規準の確
立。またそれらを含めた「学びの地図」の構造化。作成にあたっては外部組織と連携し、これからのグローバル
リーダー育成に関わるステークホルダーの意見を取り入れる。

多文化共生社会の実現を支える
組織力・対話力・実行力の育成

東京学芸大学附属国際中等教育学校
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ＳＧＨ事業全体は後期課程全生徒を対象とする。課題研究は生徒が自主的にＳＧＨ領域とＳＳＨ領域を選択することができる。学校設
定科目のGlobal Issues や国際Ａは選択履修科目である。 
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「課題研究」テーマ設定の理由

本校の課題研究のテーマは「リスク」「葛藤と軋
轢」「教育」である。これら概念的なテーマを設定
したことにはいくつか理由がある。一つは現代社会
の問題が非常に複雑であり、それらの解決は一側面
からの単純なアプローチでは見込めないということ
がある。例えば世界が抱える「リスク」はそのカテ
ゴライズさえも難しいほど多岐に亘りしかもあらゆ
る分野のリスクが影響し合っている。問題の解決は
リスクマネジメントやリスクに対するレジリエンス
を備えることにあると言われるが、特定の領域のリ
スクを見ているだけでは問題の大きさは見えてこな
い。要は包括的な視野の広さや多様な文脈でリスク
をとらえることが必要なのである。本校があえて概
念的な研究テーマを設定しているのは、本校が包括
的な学びを理念とするＩＢ校であるということもあ
るが、生徒にそのような視野や姿勢を獲得させるた
めである。さらに言えば、概念的な研究テーマは生
徒の課題意識を焦点化させることはあっても矮小化
しない。生徒が関心を持つ事柄や問題意識は常に動
的な状態にある。それらが散漫になったまま希薄に
ならないように焦点化する必要はあるが、狭小な枠
にはめてしまうことは課題意識を削ぎ狭める危険性
もはらむ。そうした意味で本校の課題研究テーマは
生徒一人一人が持っている関心や問題意識を尊重し
ながら、それらを「課題」として焦点化することに
役立っている。

「課題研究」を支えているカリキュラム

本校のＳＧＨ「課題研究」は総合的な学習の時間
を軸として実践されている。3 年間の「課題研究」
がどのように展開していくのかは図①に示す。本校
が特に重視しているのは課題研究ガイダンスである。
IB のパーソナルプロジェクト（PP）の実施によっ
て研究の基礎は経験するが、本校ではさらに研究倫
理についての理解の徹底や論文作成の基本などを追
加し、再度ガイダンスを行っている。これは PP を
終えた生徒にとっては振り返りの機会ともなる。こ
の振り返り→改善へというサイクルを持つ指導カリ
キュラムが課題研究の深化を促していると言える。
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（図①）
また生徒はすべての教科の学びは課題研究の支え

となっていると認識している（図②）が、特に外国
語科の科目・社会科の科目・学校設定教科「国際」
の科目「国際Ａ」「国際Ｂ」の役割は大きい。
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（図②）
外国語科の取組としては英語の授業や学校設定科

目 Global Issues で国際的な社会問題などを取り
上げ、プレゼンテーションやディスカッションと
いった活動を通して学んでいる。こうした授業にお
いては英語を学ぶこともさることながら調査などの
方法を学ぶことも可能になっている。多言語による
資 料 分 析 を 通 し て 自 分 た ち と は 違 う 観 点

（Perspective）で問題を捉えている世界の人々の
意見に触れることもできている。これは後期課程の
授業に限ったことではなく、前期課程から取り組ま
れていることである。
「国際Ａ」や「国際Ｂ」では「国際協力と社会貢

献」「ファシリテーション実践」などの講座を備え、
外部講師を積極的に招へいし、校外の組織とも連携
することで企業の事業評価を実際的に行い、寄付金
の行先を自分たちで決定するなど実践的な学びがで
きるような年間の指導プログラムを設計している。

・「余白」の時間の重要性

前掲の教育課程表にある通り、本校では 5 年生・
6 年生の段階で非常に多くの選択履修を可能として
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いる。もちろん卒業認定に必要な単位数の下限は設
定しているが、生徒は自分で自分の時間割を作るこ
とが可能である。また、授業日数は週 5 日であり、
土曜授業は行っていない。こうしたカリキュラムの
あり方には賛否両論あろうが、本校の特色はこうし
た点にあり、また主体的で責任感のあるグローバル
リーダーもこうした自由さが生み出すと考えている。
時間割を自分で作るということは自分で学びを構築
するということに他ならない。こうして生み出され
た余白の時間や放課後の僅かな時間そして自由にな
る土曜日や日曜日を駆使して、生徒は自由に発想し、
外部の組織とつながりを作り、校外で様々な体験を
する。本校の生徒にとっては余白の時間があること
が学びを深め進化させることにつながっている。

海外研修の意義

課題研究を支えるための重要な取組の一つが海外
研修である。本校で行っている海外研修は以下の通
りである。
・夏季（7 月～ 8 月）英国研修
・春季（2 月～ 3 月）フィリピン研修
・春季（3 月）香港研修

このほかに、5 年次 11 月に学年全員が参加する
カナダへのワークキャンプを行っている。カナダ
ワークキャンプについてはＳＧＨやＳＳＨの経費支
援を受けない学校独自の研修であるが、プログラム
の内容面ではＳＧＨ課題研究と連動している。

それぞれの研修は次のように運営されている。
（1）実施目的
・ＳＧＨ海外研修は、課題研究のフィールドワーク
および海外での研究発表の機会を得ることを目的と
している。カナダワークキャンプではＳＧＨ指定校
となってからは現地校でのディスカッションテーマ
に課題研究テーマや国際社会問題が盛り込まれてい
る。

（2）プログラムの内容
・英国研修はＵＣＬ（University college London）
が主催するプログラム UCL Grand Challenge の
一部に参加する。このプログラムのテーマは本校の
課題研究テーマとも強い親和性があり、生徒は現地
の高校生たちとディスカッションを行い、現地のシ
ンポジウムで発表を行う。
・フィリピン研修での大きなテーマは「貧困のリス
クと新興国の葛藤」である。生徒は各自の具体的な
研究課題に応じて現地でフィールドワークやインタ
ビューを行う。また現地校や現地の大学とのワーク
ショップも開催しており、フィリピンの学生と討論
を行うことで課題研究を振り返る機会ともなってい
る。
・香港研修のテーマは「先進国の抱えるリスクと軋
轢」である。主としてフィールドワーク（インタ
ビュー）と現地校・大学でのワークショップを実施
している。政治的な複雑さを持つ地域でチャレンジ
ングな問い（例えば民主化運動や原発問題など）に
ついて現地の学生と討論することで思考の深まりと
社会的政治的な問題に対する視野の拡大をねらいと
している。

ＩＳＳチャレンジ

課題研究を支える取り組みとして校内コンペティ
ション「ＩＳＳチャレンジ」を開催している。毎年
年度当初にエントリーを行い、1 年間の研究の成果
を審査し最終的に 4 組のファイナリストが全校の前
でプレゼンテーションする公開審査会が年度末に行
われている。参加資格は 1 年生から 6 年生までの全
員であり、課題研究への強い動機づけともなってい
る。

外部連携

課題研究を支えている存在として外部の有識者や
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組織がある。当初は学校が外部連携先を探してきて
生徒に情報提供していたが、研究開発が進むにつれ
て生徒がその存在に重要性を自覚し、自ら外部に連
絡をとり協力や助言を依頼し、連携受諾を得てくる
ケースが増えている。2017 年度からは JICA・日本
マイクロソフトが生徒の活動を直接支援してくだ
さっている。また学校としても指導カリキュラムの
開発を外部組織と連携して構築することを開始して
おり、2018 年度からはチームラボ株式会社と連携
して指導プログラム構築を行う。

課題研究の評価

課題研究の評価は「計画・経過・最終成果」の 3
段階で行い、基本的にはそれぞれの段階における
ルーブリックを用いて評価する。ただし、昨年度Ｉ
ＳＳチャレンジにおける課題研究の評価を分析した
結果としてメンターや外部評価者（外部連携者）の
評価コメントが生徒の課題研究の質的向上に強い影
響を与えることが分かっている。本校ではＩＳＳ
チャレンジに参加している生徒については各評価段
階で必ず 2 名以上の評価者からコメントによる
フィードバックが受けられることになっており、外
部の専門家などから助言を受けられる「外部評価
会」も設けている。

ＳＧＨ×ＩＢの学び

本校におけるＩＢの学びとＳＧＨ研究開発は図③
に示すような親和性がある。

IBMYP による学びは本校の教育の基盤であり、
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（図③）

「理念」「指針」「フレームワーク」と言える。その
役割は探究的な学びを実現するための方向性を示す
ことである。一方 SGH 研究開発は IB の理念や方
針を基盤としながら探究的な学びをどのような実践
によって組み立てていくかを考える実践的教育研究
開発と言える。例えば本校では年度末に課題研究を
通してどのようなスキルが身に付いたと実感するか
という調査を生徒に対して行っている。この時に使
う指標は IB の ATL（Approaches to learning）
スキルである。教科の単元設計や学習指導で使用さ
れているものと共通する指標を使うことは教科学習
との連動性をより高め、教員間の連携や意識共有の
助けともなる。また課題研究テーマの概念的性質が
IB の包括的な学びと関わっていることは前掲の通
りだが、さらに言えば、課題研究の過程において問
題や課題を「文脈：Context」によってとらえる
ようとする姿勢が見えることも IB の単元設計の要
素である Global Context の影響があるだろう。
文脈的な捉え方を鍛えていくことは他者理解・異文
化理解にもつながる。多文化共生社会においてグ
ローバルリーダーとしての役割を担うには欠かせな
い素養である。
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上図に示したものの他、2017 年度の特徴的な成
果としては後期課程のみで英検 1 級保持者が 102
名・準 1 級保持者が 120 名となったことがある。
SGH の活動に取り組む生徒にとって英語がコミュ
ニケーションのツールとなっていることを示す数字
である。
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